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１．はじめに

　2014年から東海地方にあるブラジル人学校の生徒と
愛知教育大学の学生との交流を実施している。交流に
参加した愛知教育大学の学生のほとんどが、外国人児
童生徒支援リソースルームにボランティア登録をして
おり、外国人児童生徒の学習支援に携わっている学生
であった。また、本学で筆者が担当する授業「外国語
演習Ⅰ」の受講生でもあった。「ボランティア経験」と
「大学での授業」、「ブラジル人学校との交流」というこ
の３つが互いに影響し合い、多文化共生に向けた非常
に価値ある学びとなったと思われる。
　本稿では、これまでのブラジル人学校との4回の交
流から観察された学生の様子や感想から、学生達にど
のような学びが得られているかを考察する。

２．ブラジル人学校の概要

　ブラジル人学校とは、在日ブラジル人のための学校
であり、本国ブラジルの教育課程に準拠した授業を施
しているため、授業はすべてポルトガル語で行われて
いる。A校は、東海地方にある学校で、2000年に開校
し、ブラジル政府教育省認可校である。2006年には全
国のブラジル人学校の中で初めて「学校法人」として認
められた学校で、幼児科、初等科、中等科、高等科か
らなる学校である。リーマンショックの時に生徒数が
一時的に100人近く減少し、東日本大震災後に帰国し
たブラジル人もいたため、児童生徒数が減少した。し
かし、近隣のブラジル人学校が経営難で閉鎖し、A校
に児童生徒が流れたことにより、現在も約208人（2016
年6月）が在籍している。ブラジル人学校の中では、か
なり大きな学校である。教員数は14人である。

　また、2010年から、1学期に1回高校生対象に、ブ
ラジル本国の模擬試験ENEM（High School National 
Exam）（1）の実施をスタートさせ、大学進学に向けた教
育に力を入れている。高校卒業後にブラジルに帰国し
た生徒が何人も有名国立大学に合格しているなどの進
学実績もあり、A校は高い教育水準を目指している。
ブラジルでも何度かA校のことが新聞などで取り上
げられ、注目されているブラジル人学校である。

３．交流の概要

　ブラジル人学校A校との交流は、2014年に始まり、
これまで合計4回の交流を行っている。
　4回の交流のうち最初の2回は、2014年９月と2015年
９月に行った。愛知教育大学の学生16人がA校を訪れ、
各学年の授業を自由に見学させてもらった後、お昼休
みにランチをとりながらA校のカフェテリアでブラ
ジル人生徒や教員と交流するというものであった。引
率者として筆者と外国人児童生徒支援リソースルーム
の研究補佐員4名が同行した。
　３回目の交流は、2016年2月に行った。1回目と2回
目の交流で行った授業見学とカフェテリアでの交流に
加えて、愛知教育大学の学生による日本語の授業を実
施した。
　2016年5月に行った4回目の交流では、これまでの
交流の形と異なり、A校の生徒28人と教員３人が愛知
教育大学の大学祭に参加し、愛知教育大学の学生5人
が案内役を務めるというものであった。
　以上の4回の交流に参加した愛知教育大学の学生は、
延べ３1人である。
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４．交流の様子

４.１　第１、２回目交流
４.１.１　第１、２回交流のスタイル
　2014年９月と2015年９月に行われたブラジル人学校
A校での交流では、愛知教育大学の学生16人が参加し
た（1回目：11人、2回目：5人）。午前中2時間の授業
を自由に見学した。その後A校のカフェテリアでブラ
ジル料理の昼食を取りながらA校の生徒や教員と交
流するというスタイルだった。授業見学の2時間の間
は、幼児科から高等科の教室を自由に出入りしてよい
こととし、様々な学年のクラスを自由に見学すること
ができた。
　1回目の交流の時の授業見学では、９年生（中学３年
生）のクラスで、お互いに自己紹介をし合う時間を担
任の先生が設けてくださり、名前や趣味などを紹介し
合ったり、お互いに質問をし合ったりすることができ
た。この時間によりA校の生徒と打ち解けることがで
きたため、カフェテリアでの交流でも楽しく話をする
ことができたようだ。日本語が話せるA校の教員や日
本の公立学校に在籍経験のある生徒が通訳を積極的に
してくれたため、言葉が通じないことが原因でコミュ
ニケーションが取れないということはなかったと思わ
れる。

４.１.２　交流に参加した学生の概要
　第1回交流と第2回交流を合わせて16人の愛知教育
大学の学生がブラジル人学校での交流に参加した。参
加した学生のほとんどが、大学を通じて近隣の小中学
校に在籍する外国にルーツを持つ子ども達の学習支援
を行っている。また、「外国語演習Ⅰ」を受講した日本
語教育コースの学生でもあり、この授業の時に、ブラ
ジル人学校についての基礎的な事は説明をしてある。
　第1回の交流では、1年生が4人、2年生が4人、３年
生が３人、合計11人が参加した。第2回の交流では、1
年生5人が参加した。

４.１.３　交流に参加した学生の感想と交流の様子
　第1回と第2回交流に参加した学生全員が生まれて初
めてブラジル人学校を訪れたということもあり、ほと
んどの学生が自分が通ってきた日本の学校との違いに
注目した感想をあげていた。下記が日本の学校との違
いという点に着目した主な感想である。

感想1：子ども達の様子
　例） 子ども達がピアスや化粧をしていて驚いた。一

人一人がとても個性的だった。自由な感じ。
感想2：学校内の様子
　例） 学校内の掲示が日本の学校と全く違う、掲示物

が凝っている。カラフル。学校内に売店があっ

て驚いた。
感想３：生徒達と先生の距離感
　例） 先生がとても明るい。生徒に対して非常にフレ

ンドリーで家族のようだ。日本の学校では先生
と生徒が話さないようなことも話していて驚い
た。

　日本の学校との違いとして、やはり学生たちが最初
に目についたのは、ブラジル人学校の子ども達の自由
な様子であった。服装は学校指定の体操服を着ている
ため全員同じであるが、ピアスをしたり、髪を染めて
いたり、女の子はメークをしている子どもが多かった
ため、その様子に非常に驚いたようだ。また、髪の色
やメークの仕方も皆同じではなく、それぞれが個性的
なことに驚いていた。第1回の交流日に文化祭練習を
していたクラスが多く、ダンスの練習も子ども達が主
体になって行っていて、振り付けや衣装もすべて子ど
も達が考えると聞いて大変驚いていた。
　また、学生達の目についたのは、学校内の掲示だっ
た。確かに日本の掲示とは違い、カラフルな色画用紙
などが多く使われている。子ども達の作品を掲示する
というよりも、学校内を明るくするために掲示がされ
ているという様子がうかがえた。
　その他、生徒と教員の距離感が感想にあげられてい
た。8年生の教室での自己紹介の際に、教員があるカッ
プルについて「最近付き合い始めたの。ずっと彼が片
思いで…」というような話をしながら、生徒たちの紹
介をした。このような様子からも、教員と生徒との距
離感が日本の学校よりも非常に近いと感じたようだ。
ブラジル人学校の教員の話によると、長い子は10年以
上A校に在籍しているため、教員と家族のような関係
になり、教員と生徒の距離感が近くなるのではないか
という話だった。また、見学の時にA校の教員と生徒
が日本にはない習慣であるハグをしている場面も何度
か見かけたことも、教員と生徒の距離感が日本よりも
近いと感じた要因なのかもしれない。
　第1回のカフェテリアでのお昼ご飯を食べながらの

写真１　ブラジル人学校内の掲示①
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交流では、公立の学校に在籍経験のある子ども達が通
訳をしてくれたり、ジェスチャーを使ったり絵を描く
などの工夫をして、お互いの学校などについて質問し
合っていた。カフェテリアでの交流時間が短かったた
め十分な交流はできなかったが、非常に積極的な交流
が行われていたように感じた。これに対し、第2回の
交流では、第1回の交流に比べるとあまり積極的な交
流が行われなかったように感じた。第2回交流に参加
した学生の数が5人と少なかったことや、参加学生が
全員1年生ということもあったせいか、自分から積極
的にブラジル人生徒や教師に話しかけるということは
あまり見られず、引率した外国人児童生徒支援リソー
スルームのスタッフが話しかけるように促すような場
面が何度も見られた。

４.２　第３回交流
４.２.１　第３回交流のスタイル
　第３回の交流は、第1、2回と同じくA校で行われ
たが、これまでの交流スタイルとは大きく違う点があ
る。授業の見学は、前回と同じく見たいクラスに行き、
見学時間中は教室の出入りを自由として1時間の授業
見学を行った。授業見学の後、1時間の日本語の授業
を愛知教育大学の日本語教育コースの学生３人が担当
し、他の学生はその授業を見学した。

４.２.２　交流に参加した学生の概要
　第３回の交流に参加した愛知教育大学の学生は、10
人（4年生2人、３年生2人、2年生4人、1年生2人）で
ある。そのうち日本語の授業を担当した学生は4年生
の学生1人と３年生の学生2人の合計３人である。日本
語の授業は９年生（中学３年生）のクラスで行われた。
日本語のクラスは３クラスに分かれており、日本語が
少し話せるBクラス（2人）と全く話せないCクラス
（4人）で実施させてもらうことになった。Bクラスを
学生1人で担当し、Cクラスは学生2人で担当した。教
室は同じ教室内で行った。日本語の授業を担当しない

学生７人は、日本語の授業の見学と授業時間内の会話
練習の相手役となった。今回の活動に参加した学生の
うち、３人が第1回交流に参加した学生であった。

４.２.３　日本語の授業計画
　日本語の授業を担当する学生３人は、事前に担当す
るクラスごとで準備を行い、授業計画を実施日の３日
前までに報告に来てもらった。その際、あえて「こう
したほうがいい」「これはよくない」というようなこと
はできるだけ言わないように心掛けた。授業について
は、①「日本で日頃使えるような日本語の授業を実施
すること」、②「見学者の学習者を会話練習などで使う
こと」、この2点を伝えた。
　少し日本語が話せる学習者2人のBクラスでは、「会
話する時、文末を相手に合わせて使い分けることがで
きる」という授業目標を立てた。まず、お互いが初対
面であるため、自己紹介を行い、その後で「ともだち」
用の自己紹介のプリントを配布し、「何歳？」→「15
歳。」、「好きな食べ物は？」→「チョコレート。」のよう
に普通体での会話練習を行った。次に「せんせい」と
上に書かれたプリントを配布し、「好きな食べ物は何
ですか。」→「チョコレートです。」というような「で
す・ます体」を使って会話練習をした。その後、見学
者を「ともだち」と「せんせい」に割り振り、学習者
と見学者が会話練習を行った。
　ほとんど日本語が話せない学習者３人のCクラスの
授業では、自己紹介と他己紹介の授業を計画した。ま
ず、自己紹介では「私の名前は～です。」「好きな食べ
物は～です。」「よろしくお願いします。」という３つの
文を導入した後で、顔の部位（目、鼻、口、耳、眉毛、
髪）をホワイトボードに貼りながら確認し、「目が大き
いです。」のように、「大きい」「小さい」「長い」「短
い」などの形容詞を導入した。次に、インタビュープ
リントを配布し、授業見学している学生も含めて自己
紹介をし合う活動を行った。最後に他己紹介として、
似顔絵から外見の特徴を「目が大きいです。」のように
言い、学習者に誰かを当てさせるゲームを行った。

４.２.４　交流に参加した学生の感想と交流の様子
　今回日本語の授業を実施した学生のうち、Bクラス
を担当した学生からは、下記のような感想があげられ
ていた。
Bクラスの授業を担当した学生の感想
感想1：楽しく活動できたと思うが、目標設定が簡単
すぎたため、生徒達にとって新しい学びがあったかど
うかという点では課題が残った。
感想2：生徒の日本語能力や課題を見極めたうえで有
意義な学習ができるといいと思う。
感想３：ブラジル人学校の生徒が、何人もの日本人（愛
知教育大学の学生）とコミュニケーションをとる活動

写真２　ブラジル人学校内の掲示②
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ができたことは大変良かった。
　このBクラスの授業を担当した学生は、第1回の交
流に参加した学生であり、第1回の交流の後に一人で
A校の日本語の授業見学に行っている。見学をしたこ
とで、「実際に日本で使えるような会話練習をもっと
取り入れた活動をしたほうがいい」というような意見
を述べていた。今回の授業では、以前の見学を生かし
た授業内容となったと思われる。また、この学生から
は授業実施後に、「A校の生徒が愛知教育大学に来て、
たくさんの日本人大学生と交流する場を設定できたら
いいと思う」という意見があり、この意見があったこ
とからも、第4回目の交流（A校生徒の愛知教育大学
学祭への参加）につなげることができた。
　Cクラスを担当した学生2名からは、下記のような
感想があげられていた。
Cクラスの授業を担当した学生の感想
感想1：生徒たちは楽しんでくれた様子だったが、生
徒4人の日本語能力の差があり、一つの活動に時間が
かかってしまった。
感想2：書くことができない生徒もいたので、文字学
習も必要だと思った。
感想３：日本語の学習を押し付けるのではなく、楽し
く学ぶことが大切であるため、教える側も楽しんで授
業を行うことが大切だと思った。
　このように、授業を担当した学生達からも、楽しく
活動できたという感想に加えて自分達の授業の反省点
があげられていた。
　日本語の授業を見学者の学生からは、下記のような
感想があげられていた。
日本語の授業を見学した学生の感想
感想1：会話練習が楽しそうだった。自分も楽しく会
話練習に参加できた。
感想2：A校の生徒が日本人の大学生と接する機会が
持てたことは大変有意義だと思った。
感想３：日本社会で生活していても日本人と接する機
会が少ないため、今回のような交流は大変いい。
　見学者の学生の多くは、自分達の先輩による日本語
の授業をA校の生徒がとても楽しそうに受けていた
ことに感心した様子がうかがわれた。自分達が会話練
習に楽しく参加できたことが、もっとも多く感想にあ
げられていた。
　A校の日本語の授業を受けたブラジル人生徒から
は、下記のような感想があげられた。
日本語の授業を受けたA校のブラジル人生徒の感想
感想1：授業のやり方がとてもよかった。
感想2：教材がよかった。
感想３：日本語でのコミュニケーションがとれて、本
当によかった。
感想4：愛知教育大学の学生はみんなとても優しかっ
た。

　これらの感想からもわかるように、愛知教育大学の
学生による授業を大変楽しんでくれた様子で、今後も
ぜひ続けてほしいという希望があり、今年度の実施も
予定している。できたら、今後継続した活動にしてい
きたいと考えている。

４.３　第４回交流
４.３.１　第４回交流のスタイル
　第4回の交流は、これまでの交流スタイルとは違っ
て、ブラジル人学校A校の生徒が愛知教育大学の大学
祭に来て交流を行うというものであった。大学祭のス
テージ参加に事前に申し込み、当日は低学年と高学年
の2グループに分かれ、ステージでダンスを披露した。
　また、今回引率したA校の教師に、ブラジル人学校
や日本におけるブラジル人についての紹介を模造紙5
枚にポルトガル語と日本語で作成してもらい、大学祭
期間中の土日に、外国人児童生徒支援リソースルーム
が室内出店している展示室の一部にブラジル人学校の
教科書とともに展示をした。
　当日は、９時半にブラジル人学校に集合し、貸し切り
バスで大学に向かい10時45分ごろに到着した。ステー
ジ参加が12時頃からだったため、その前に少しだけ学

写真３　愛教大の学生による授業の様子①

写真４　愛教大の学生による授業の様子②
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祭を見て回った。ステージ参加した後すぐに弁当を食
べ、15時まで約2時間大学祭を自由に見学した。その
際には、愛教大の学生が案内役となった。

４.３.２　交流に参加した学生の概要
　A校からの参加者は、教員３人と生徒28人（高校1
年生4人、９年生2人、8年生３人、７年生1人、6年生３
人、5年生11人、4年生4人）である。学生28人は、ス
テージ参加に向けて1か月ほど前からダンスの練習を
始めて、高学年の学生のダンスは、すべて自分たちで
振り付けや衣装を考えたとのことだ。28人のうち2、３
人が以前公立の学校に在籍していたため、日本語が少
し話すことができた。
　大学祭の案内役として、愛知教育大学の学生5人（1
年生３人、３年生2人）が一緒に学園祭を回った。この
5人のうち、1人は第1回と第３回の交流に参加した学
生で、もう1人は第３回の交流に参加した学生だった。

４.３.３　交流に参加した学生の感想と交流の様子
　今回学祭に参加したA校の教員と生徒からは、下記
のような感想があげられていた。
大学祭に参加したA校教員の感想
感想1：初めての日本の大学の学園祭に参加すること
ができて楽しかった。
感想2：大学生はとても盛り上がっていて、楽しそう
で、一生懸命さが伝わってきた。
感想３：何もかもきちんとしていて、整っていて、さ
すがだと思った。
感想4：大学生と大学関係者の努力がわかる素敵な大
学祭だった。
感想5：外国人児童生徒支援リソースルームの展示室
はすごいと思った。
感想6：展示室にブラジル人学校のコーナーを作って
くださってうれしかった。
感想７：初めて会った方もみんなが快く接してくれる
のが嬉しかった。
感想8：日本語があまり分からない私達にみんなが丁
寧に接してくれた。
感想９：子どもたちも学校外でこのような体験はほと
んどできないので、勉強になった。
学園祭に参加したA校生徒の感想
感想1：とても楽しかった。面白かった。 
感想2：大学の雰囲気がとてもよかった。 
感想３：テントもにぎやかで美味しそうなものがたく
さんあった。
感想4：いろいろなものが売っていて、見るのが楽し
かった。 
感想5：ステージは緊張したけれど、あとで日本人の
方に褒めていただいて嬉しかった。 
感想6：一緒に回ってくれた先生や大学生は優しく話

しかけてくれて嬉しかった。
感想７：案内してくれた大学生はとても親切だった。
感想8：ステージも見たかったけれど、他も回りた
かったし、もっと長い時間いたかった。
感想９：私には難しいけれど、大きくなったら日本の
大学に行きたいと思った。 
感想10：またぜひ参加したい。 
　以上の感想からも分かるように、A校の教員や生徒

写真５　大学祭でダンスを踊るＡ校の生徒達

写真６　学祭を楽しむA校の生徒達①

写真７　学祭を楽しむA校の生徒達②
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全員が日本の大学祭に初めて参加したということもあ
り、大学祭の雰囲気をとても楽しんでくれた様子が見
て取れた。また、日本語があまり理解できなくても、
日本人学生や教員が話しかけてくれることを嬉しく感
じてくれていたことが分かる。また、時間が足りない
と感じた生徒が多かったようで、帰りの集合時間の時
に「まだいたい」と多くの生徒が訴えていた。
　また、大学祭で案内役を務めた愛知教育大学の学生
からは、下記のような感想があげられた。
大学祭で案内役を務めた学生の感想
感想1：ブラジル人学校の生徒のダンスをもっとたく
さんの大学生が見てくれるとよかった。
感想2：大学祭をもっと効率よく回るために、事前に
無料でできるもののチェックをしておくとよかった。
感想３：お金のかかるものが多く、お金がかかると聞
くと、できないという子ども達が多くてかわいそう
だった。
感想4：ブラジル人学校の生徒や先生が楽しそうに買
い物をしたりしていてよかった。
感想5：時間が短かったと思う。もっといたそうだっ
た。
感想6：彼らの学校も見てみたいと思った。
感想７：ブラジル人生徒のダンスは、日本人にはまね
できないリズム感のようなものがあり、かっこよかっ
た。
感想8：ブラジル人学校についての展示をもっとたく
さんの日本人学生に見てもらえるような工夫が必要で
ある。
　感想1でもあげられていたように、ブラジル人学校
の生徒達によるダンスのステージの時間がちょうどお
昼休みの前だったということもあり、あまり見学者が
いなかった。案内役を務めた学生達は、せっかく一生
懸命に練習をしてきたダンスを多くの日本人に見ても
らいたかったと感じたようだ。また、感想8でも述べ
られているように、展示室に来る人があまりいなかっ

たことから、多くの日本人にブラジル人学校について
知ってほしいという気持ちが芽生えたようである。
　また、大学祭の案内役を務めた学生のうち、1年生の
３人は、初めての交流ということもあり、最初はどうし
ていいかわからない様子だったが、慣れてくると、簡
単な日本語を使ったりして交流することができた。学
生の感想や解散後の会話から、「こうすればよかった」
というものが多く、自ら交流の反省をしていることが
観察された。

５．考察

５.１　日本語の授業を通して得られた気づき
　第３回目の交流では、愛知教育大学の日本語教育
コースの学生がA校の生徒に日本語の授業を実施し
た。授業の中で、教師となった学生が「あなたの名前
は何ですか」という日本語を使っていた。また、A校
の生徒に指示を出す時に「立ってください」、「見てく
ださい」と言わずに、「立ちます」、「見ます」と言って
いた。先に述べたように、授業を担当する学生には事
前に、①「日本で日頃使えるような日本語の授業を実
施すること」、②「見学者の学習者を会話練習などで使
うこと」、この2点を伝えた。「あなたの名前は何です
か」というように相手に「あなた」という二人称を使
うことは日常生活の中ではめったにない。「あなた」と
いう二人称を使うことによって、相手対して横柄なマ
イナスのイメージを与える場合もある。このような理
由から、「あなたの名前は何ですか」という文は①「日
本で日頃使えるような日本語」とはいい難い。「立ちま
す」「見ます」という指示の仕方も日常使われている日
本語とはいい難い。このような授業を行った原因を推
測してみると、やはり日本語の教科書の影響があると
思われる。多くの文法積み上げ式の教科書では、「あな
た」という言葉が頻繁に使われている。また、日本語
の教科書では、「立ちます」、「見ます」のような日本語
教育で「ます形」と呼ばれている表現は、「立ってくだ
さい」、「見てください」というような文で使われる日
本語教育で「て形」と呼ばれている形よりも先に取り
上げられている。そのため、日本語がほとんど話せな
いクラスを担当した学生は、できるだけ教科書の始め
のほうに出てくる文法項目を使った「立ちます」、「見
ます」を「立ってください」、「見てください」の代わ
りに使用したと推測できる。授業を担当した学生に理
由を聞いたところ、「ます形」のほうが分かりやすいと
思ってこのような表現を使ったとのことだった。「わ
かりやすい」というのは、教科書に出てくる文法項目
の順番からの判断であり、必ずしも教科書の始めのほ
うに取り上げられる文法項目を使うことが「わかりや
すい」につながるとは限らない。自分達が使用したこ
のような文が、「日頃使えるような日本語」からかけ離

写真８　�大学祭に参加したA校の教員、生徒達と愛知教育
大学の学生達
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文化の違う学校間交流からの学び

れていることに指摘されるまで気が付かなかった。授
業を担当した学生は、日本語がほとんど話せないクラ
スで何をやったらいいかとかなり悩んでいた。ほとん
ど日本語が話せないというA校の生徒への日本語の
授業を日本語の教科書で取り上げられている文法から
しか考えることができなかったために、このような不
自然な日本語を使っての授業になった。この不自然な
日本語に気が付いた学生は、見学者の中にも一人もい
なかった。会話練習に参加した際も授業担当者と同じ
く「あなたの名前は何ですか」という文を使用してい
た。授業を担当した学生と授業を見学した学生に、こ
のような言い回しが「実際に使われているか」、もしく
は「自分が日常生活の中で使用するか」と質問したと
ころ、全員が「使われていない」、「（自分も）使わな
い」と答え、やっと自分たちが使っていた不自然な日
本語に気が付くことができた。このような状況を目の
当たりにしたことで、筆者自身大学での日本語教育を
考えるよい機会となった。日本語教育の教員として、
筆者も大学の授業の中で教科書の日本語の不自然さに
ついて何度も繰り返し述べてきたつもりであった。ま
た他の教員も同じだと思われる。にもかかわらず、こ
うした授業を学生が実施したということは、やはり十
分に伝えきれていなかったのか、または日本語の教科
書から離れて授業を組み立てることが学生にとってい
かに難しいかということである。今回の交流での日本
語の授業から、大学で日本語教育に携わっている筆者
にこのような大きな気づきが得られ、それは学生の気
づきを促すことにもつながった。今後の大学での授業
において、教員側が見直していかなければならない重
要な課題を明らかにできた。今回の交流においての気
づきが多面的な改善につながるものと確信できる。

５.２　授業と交流を結びつけた異文化間教育の意義
　今回の交流会に参加した愛知教育大学の学生のほと
んどが「外国語演習Ⅰ」の受講生だった。「外国語演
習Ⅰ」では、いくつかの海外の実践研究からバイリン
ガル教育の有効性が述べられている英語論文を読んで
いる。母語と第二言語を幼少期から使用した教育が子
ども達の両言語の能力を伸ばすことにつながっている
という内容である。この授業の中で、公立学校に在籍
する多くの外国にルーツを持つ子ども達が、日本語で
の日常会話には問題がないのにどうして日本語での教
科学習についていけないのか、母語と日本語が両方と
も低いレベルになってしまうのはどうしてかという実
際の問題を常に関連付けて考えさせている。ブラジル
人学校A校には、公立学校に適応できなかったり、高
校に進学できなかったから中学卒業後にブラジル人学
校に転入するという子ども達も多く在籍している。こ
のような話も「外国語演習Ⅰ」の授業の時にしてい
るせいか、A校への見学を呼びかけた際にも多くの学

生が参加を希望した。A校では、バイリンガル教育を
行っているわけではないため、ポルトガル語しか話せ
ない子ども達がほとんどであるが、約３0人（2016年９
月現在）の生徒が公立学校に在籍した経験があるとい
う。A校では大学進学に力を入れているものの、高等
科を卒業後も全員がブラジルに帰国して大学に進学で
きるわけではない。昨年度（2015年度）の卒業生20
人のうち、12人がブラジルに帰国し、９人が大学に進
学することができたが、残りの8人の生徒は日本で派
遣会社を通じて工場などで仕事をしているという。今
年（2016年度）の卒業生18人では、帰国して大学を
目指す予定の生徒は5人しかいないという。第1回の
交流の時に、公立の中学から高校進学ができなかった
からA校に転入したという女子生徒がいた。その生徒
に愛知教育大学の学生が「日本の学校とブラジル人学
校ではどちらが楽しいですか」という質問をしたとこ
ろ、そのブラジル人生徒は笑顔で「ブラジル人学校！」
と答えていた。その生徒は、「日本の学校はみんな同
じじゃないといけないけれど、ブラジル人学校は違っ
ていてもいい、気にしなくていい。」というような話
をしてくれた。交流に参加した学生の中には、将来教
員を目指す学生もいる。公立学校に適応できなかった
り、高校に進学できなかったというブラジル人生徒に
実際に会い、交流できたことにより、授業で得た知識
にとどまらず、自ら様々なことを考えさせられるきっ
かけとなったに違いない。実際に私達の身近で起こっ
ていてもこれまで知ることができなかった問題を授業
で知り、それを言語能力理論から理解し、さらに知識
だけにとどめるのではなく、ブラジル人生徒との交流
から自ら問題意識を高めることにつながったと考えら
れる。
　山田（2016）によると、2004年に異文化間教育学会
が行った「異文化間教育に関する授業についてのアン
ケート」を分析した結果、異文化間教育に関する授業
の実際として、総合大学、人文社会系の大学では異文
化交流の体験を多くの学生に義務化する大学が多く、
短期留学あるいは短期海外研修というプログラムが組
み込まれていることが共通しているという。将来教員
となる学生の異文化間教育を教員養成大学として考え
るなら、意識しなければ目が向けられることのない実
際に存在する身近な問題をきちんと把握し、自らがそ
れについて考えることにつなげる異文化間教育を決し
て見過ごしてはならないと思われる。

５.３　振り返りから今後の異文化間コミュニケーショ
ンに向けて
　ブラジル人学校との4回の交流で学生達は、今回の
交流を振り返り、いくつかの改善点を提案する姿勢が
見られた。
　例えば、A校での授業実施後、見学者に「自分が今
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度日本語の授業をすることになったらどのような授業
を考えるか」と聞いたところ、「実際の場面でどのよう
な日本語が使わるかを観察してみたい」、「ブラジル人
生徒達が日本社会の中で、どんな場面で日本語に困る
ことがあるのか調べたい」、「自分が病院でどんな日本
語を話しているか今度意識してみる」などという意見
が返ってきた。ただ、「日常で使える日本語」というだ
けではなく、その「日常で使われる日本語」がどんな
ものかを自ら調べてみたいという意識が観察された。
　大学祭の時にA校の生徒達と一緒に学祭を回った
ことで、彼らがどんなものに興味を示すのか、どんな
ことに喜んでもらえるのか、どんな問題があるのかを
実際に自分の目で見ることができた。だからこそ、「大
学祭をもっと効率よく回るために、事前に無料できる
もののチェックをしておくとよかった。」というような
感想が出たと思われる。
　久保田（2016）は、異文化間コミュニケーションを
行う2者は必然的に非対称の関係にあるとし、使用す
る言語が一方にとっては母語で他方にとっては学習言
語である場合、すでにそこで力関係のズレが生じてい
ると述べている。そして、このような非対称の関係で
ありながらもそこでの差から互いに気づくことを契機
として学ぶことができれば互いに成長することが可能
であるとしている。今回のブラジル人学校A校のとの
交流では、この非対称の関係からの差に学生達が気づ
き、学びがあったからこそ、次に向けて自らの改善点
を明らかにできたと思われる。

６．今後の交流に向けて

　今回のブラジル人学校との4回の交流では、A校と
複数回交流したからこそ、学生たちの振り返りを次に
生かすことができたと思われる。また、「ボランティ
ア経験」と「大学での授業」、「ブラジル人学校との交
流」の３つが関連したことで、学びが深められたと推
測できる。このような学びの場を大学として学生に提
供することは、松尾・杉原（2016）が主張する「多文
化共生社会の実現を目指して、差異とともに生きるた
めの学びの経験をデザインすることを試み、その教育
実践の改善を繰り返すカリキュラムマネジメントを進
めていくこと」につながると思われる。今後もこのよ
うな交流を続けていくことで、学生たちの学びにつな
げていくことができればいいと考えている。
　また、これまでの交流では、A校の子ども達への視
点が十分ではなかったと思われる。今後A校の教員と
連携していくことで、お互いに学びが得られる交流に
していきたいと考える。

注
（ 1） ENEM（Exame Nacional do Ensino Medioハイスクール国

家試験）は、ブラジルで高校教育を評価するもので、このテ
ストの結果は標準大学入学認定試験として利用される。多
くの私立、公立大学（全国で85以上の大学）はこのテスト
を第一次入試試験としている。2008年のENEMは、1.6９8の
都市で600万人以上の受験者が受験し、ブラジルで最も重要
な試験と言われている。
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